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深部構造研究の歴兜的概観と現状について

～第三系堆積盆地の形成機構の研究その碧～

1.アルプスの構造論を受1ナ入れた時代

畿関東山地･房総半島などでも同様の現象が報告さ

れ工930年代の終わりこる蛮でこのような僚向がっつ
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第1図秋吉石灰岩台地地質断面図の二解

1951…こよ=る)

上図小林資一の秋吉台石灰岩は山口層群

(太田1雁飛･常森諸統)上の桟移岩塊と

する解殺

C㎜は卒部名巌紀層P1P加は部下抽よ

び中部二畳紀層1Hu賞は下部および上部

須岩層

下図小沢儀明の横鼠摺曲説

｡hは積岩地は頁岩｡131は粘板箸

ssは砂岩C1一里は石炭紀層の下･中申

上段P1-3は二畳紀層の下･中･上段

㌣

鈴木尉元･三裂景1影凶邦表1高下義竃夫1小蚕嚢三郎｡島闘忠夫

いた(鶏213図).これらを検討してみると地表

で観察された(?)逆断層ないし衝上断層に大きな意味

を与えそれカ董その譲蜜深部に延長するものと考えるか

極端な場合には地表付近のそれらカ草地下深部では低

角度になりほとんど水平な断層ぽなると考えた､そ

してそのような断層は地表付近の構造とも断層よ

りも深部の構造ともほとんど関係のないものとして描

かれている.

これらはアルプスのHei㎜らの断面図と同じ考え方

によって描いたものであることがきわめて明瞭によみ

とれるであろう｡野外においてアルプス終おける構

造を描いた根本的な思想にまで批判の帥滴けられず

にその結果だけを無批判に受け入れ危のがこの時代な

のであろう革しかしそれ以前の時代が

単に独砿凶曲駆から構造の機構を論じ

ていたのであるから具体的な構造を明ら

1抽かにしてそれをもとに議論する礎を作っ

.､た点ではある程度積極的な意瞭をもって

いた.
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1.2.一方収縮説批判の論文もこの時

期にわカ掴にも紹介され一部野外の事実

にもとづいてそのような批判を行なった

論文もあらわれた岳たと免ば大谷寿雄

(1927)は｢造山論の史的瞥屍とナウマ

ンジュｰスリなトホｰフ瓢ンJという

紅

慶……嚢中都白亜系物

匡萎翼鋤書11州統

露翻領石統

匡夏ヨ潟鈴西州統

㎜醐三畳第

巨ヨ･秩父母群

皿㎜締鉾鱗

τJ

泌6鋲覇

ユ2�



一5

欝婁鰯北海遼多穣地方の童幽質麟繭閲(大金周謙一郎工951)

論文において造山誇を主軸とした構造地質学の歴史

を紹介し花｡そのような歴史の流れρ中で上記三者

の位置ずけをし当時の構造地質学が学説の不統一紛糾

当惑の状態にあること種埼の学識然あるけれどもそ

れらは淀だ単に作業仮説周の価値を有するにとど護ると

評価し花｡これはきわめて大胆でしかも要をえて明

快な現状分析であっ症といえよう.このよ多な分析の

上紀立って構造地質学が発展していたなちぱ員本の構

造地質学もずいぶん違っだものになっていたのではない

だろうか｡同年彼は臨ar醐狐∬の振動説を紹介して

いるがあ護り大書な影響を与えたよう虹は見えない.

｢日本の地質構造J(工螂)を大谷寿嬢に献呈し花大塚弥

之助カミ1933年に℃耐醐迂i0双｡f曲3鞭狐餓至婁互ands''

(日本列島の収縮)を書いているごとにもその一端を

うかカ童うことができるであろう｡

説そのものを批判しそれから完

全にぬけ出したものではなかった.

しかし大橋良一(1927)の｢摺臨と陸塊運動｣という

論文には当時のか一ストリァ学派の影響秘屍られる二

たと免ば彼が屑繭滑走と名ずけた重力性地すべりの考

えはその一例セある由彼はまた若い水成岩層とそ

れを載せている基底地盤の変動を区別しなければならな

い&いう重要な究書をしているこをを付け加免ておこ

う占大橋のこの論文はs鮎批判&いう形をとってい

るけれども横圧力を無条件に仮定している点で収縮

本間不二男は同じ王927年に

非常にユユｰタな地質誌である

｢信濃中部地質諸Jをあらわした.

この書は信濃中部の層序構造

火成活動などを克明に記載した

ものでこの地域の地質の大綱は今は至るもζれとあま

り変らない程のものであるということである吉しかも

そのような記載にのっとって深部の構造や構造運動の

機構論を展開した｡彼の構造論と深部の構造について

の考え方を見てみよう(第4図)､

彼は北部フ素ヅサマグナについて新第三紀より古

い地層がほおんど存在しない現象を北部フ毒ヅサマグ

ナが地殻の裂隙で第三紀層の堆積した海底には酋生

層串生層のような古期岩塊は小惑な岩塊はあるにし

ても大書なものは存在しないと考免だ｡そして地

球内部の砦凝が直擦海底は露出し薄皮を生じてこれを

爆破して火山活動力癩こったの芯と考えた.そのよう

な基盤構造を生ずるにはW鵯e鯛rの大陸漂移説かJOly'

のヲジヴム放射熱による地殻変動説が考免られるが後

者の方が全体の現象を良く説甥できると考えた｡す

なわち地球内部の玄武岩帯が融解して体積を膨脹すれ

ば地殻は決裂しどこかの地帯に砦策の上昇を促しフ

ォッサマグナのごとき古期岩層の基盤を欠く新堆積地帯

が生ずる箏そのカは水平的なものでなくて盤直的な

ものでなければならない､それはフ攻ツサ亨グナが

本州の鰯の最も広くしたがって最も剛固な部分に起こ

ったからこれを横圧力では説明しがたいと考えた,

基盤の構造がそのようなものであるとすると第三紀層

鏑4鰯憤激ζ潟紡る新篤望紹層錐織の婚めよ算綴飽毅刷)地殻褒動を系す摸武的麟繭鰯(本蘭工蓼捌はる)(大野蜜賀きw脳一黛sの方胸の断繭を仮想

したものであ釜が胸かりて蒲坊3分の王繊未踏蜜隊で彩る)淡淘かりて為の小磯鰍誼書く閥劇五山剛脈あり淀波艦地鑓左の大地擁は稽麗泌遜蟹

大地溝雑の発生｡鞍欝望紹炉)海騰大凶潜動融合すD新簾三紀の最大灘湊滋就僑鰯鱒(州胴静水綴)堆稜帝岩漿迷入し分化して閃緑砦看薬閃

緑岩となり一部は海底燐火養術なりて流紋岩と扱る汐複輝石粉岩避入役鰯曲蟻動を妻北す至､鰍憾萎､艦輝肩欝砦ふ酸性噴出岩4肩糞閥緑岩

㌦閃緑岩塩基性脈荷苧｡北億層麟?｡中僑層溝溝底火山噴艶物8､中債層欝純水成猪嚢.墓鷹燦幾X.凝固した岩漿Y.古期地塊Z.溝離岩漿�
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第5顧繁*列廃の機武約鱗繍蟻1(災⑪b鮒至921による)

は硬さの異なる基盤の上に堆積し花ものであるから

大きな横圧力を受けること秘めれば岩疑秘凝固して生

じた薄い地殻は折れて屈曲す鳶からその上の第三紀層

も容易に橘曲する.一方剛圏なる小隊片上は乗る堆

積層は隣接する縄曲層よりの影響すなわち二次的横

圧力を受けなければ摺曲しないと考えた.

彼の考えたこの地域の地史と機構を要約すると第三

紀層堆積跨代は岩漿帯の融解期でこれによって地殻

の裂隙地殉斜海浸海底火山活動が起こる咀次に

岩簸帯の凝繕が始まるを地殻は圧力期に入り篤三紀層

は繕曲期に入ると考免た膏彼はζの機構を第遂図の

ご之くに示し花珀彼のこの考先は上にのべ花ことから

もわかるようにJolyの放射能説やD曲の説をフォ

ッサマグナに適用したものであった岩しかし野外の薯

実ぽもとづいて構造運動や火成潜動なだを統一酌に把

えようとしきわめて大胆に深部の構造を想定した点

高く評価すべきもの&誇える昔ただ深部の惰報がほあ

んどなかったためぽ多少権威主義的1観念的になった

ことは否定できないところであろう占

この本間不二男の先生である小川琢治も独自の構造

論を展闘した｡彼も襲恕当時の園際的な構造地質学の

動勢とその籍展方向を適格に把握していた一人であった

と考えられる宙彼の考え方は醐9年に出版慈れた

ジ地質現象の新解釈Jによく見ることができる由彼は

｢最近30余年剛朗本に起こっ花地変を通観するに従

来の地質学の説明に満足しがたい&ころ秘すこぶる多い.

果の一部であると説明し得ることとなり地震現象もま

た火山作用の深処はおげる発動紀伴うものとみなすの

が妥当と見え火山清動の現に最も艦盛扱る環太平洋地

靭と地震の頻繁ぽ起こる事実はこの解釈により初め

て理解されると信ずる紀璽ったJこのように彼は

きわめて胃本的な材料を基として地学的諾場象を統一

的に説明しようと試み淀わはである,彼がこのような

大胆な構想を抱い危裏には当時のヨｰロッバにおける

構造地質の学説淋諸説紛冷の暗中模索の段階にあるこ

とを適格に見抜いていたことはもちろんであるがそれ

と同時に志剛煩による深発地震の発見とゆう刺激か一

方にあっ花と考克られる｡ζの深発地震は当時考え

られてい花構造運動の根をずりと引き下げてしまった､

たとえ陵地殻均衡論では地下亙00ないω00㎞で静カ

学的な平衡状態悠ありそれ以下には構造運動はない

と考えられていたのであるからこの現象に地学的諾

現象を解く鐘があると小川は考克花わげである.彼

の構造運動の機構論は次のようなものである｡

る造山造陵両運動が深処紀趨ごる砦鍍の上昇運動の結

｢震源から及ぽす変動の限界を震源を一､叙と考えれ

ば隈界の四十玉度の頂角を有する円錐形の限界面とな

り震源が庶の連続により生じた線をなす場合には之

を交差線とした平面に近い両辺に含塞れる地殻の部分

が模状となる訳であるJそして｢過大の内部紀対し

て表層殻の下層に割裂が出来る緒果として搾り出さ

れる高圧の岩鍛が裂鱗を充壊するためにJ側圧カが生

ずる.ζの際㌘岩鑓噴出に伴う等地熱線の上昇が深処

物質の擬剛性を打破して側圧カ紀屈従し碍る状態を生

じ造山運動の前提となるJと考えだ,彼の考えはけン

ボルト等の､地心から放射状に塞直紀働く岩鍛の上昇で

山嶽の隆趨を説明せんとしたのとジウス響の欄曲せ

る弧状の山嶽を水乎紀働く圧カ紀より説明ぜんとした

のとの中簡を行くもので地表からある深書紀於て塑

直の方向から偏って斜行する砦簸の上昇ぽよって生ずる

水平分カ淋櫓曲を起こすと考免んとするもの｣であ烈淀岳

このように小川の説は収縮説秘破綻をきたしだこ

とを適格に蒐抜蓉その上で造山運動の機構モデルを

提囲し施ものでありた､したがって識明ざるべき素

材はK沁鮒らのアルプスのモデルが主で素材自体

流は収縮説に終姶し大谷本間州11らの考克方は�
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季口寂蹄畷

が東乃至東南から働いた事と且つ沈積堆積盆地縁辺の

基盤岩層は捺する境界付近に当ることに起因するもので

ある力

この囲代のよ多な議論の仕方はこの当時までに書か

れた論文の造構運動の項の典型でありどの論文紀おい

ても同様の形式的な議論然屍られる昔

戦後大立員謙一郎の仕事か継承され目高山脈が典

型的なアルプ浅製造山帯であること淋明らかにされそ

の実体か精力的紀あぱかれていっ淀,この成果はい

るいるな雑誌紀発奉されているがその一つに目高帯

研究グルｰプ(1954)による同高帯の断面図カミあげられる

ジく繁11事1:窪

撚蘂蓼鯵鱒

第6図碩薦属本における佐川輪廻噺の諸地殻変戯を示す機武鰯(小林

工95亘専ζよる)

1.別子塩基性岩窺婁.尭領孫深成苗串深成岩類3.額家裁人砦類

4.夜久野火成岩類養｡横倉火成岩類竃.硯看串深成砦1火出岩類

7.中国腫鑑花筒砦嚢｡大賀磁上機嚢.領有陵棚獅.麟野洲至エ.鹿

塩鱒階の嘩央構造綴鴛｡嘩加州の赤色盆越エ3｡琴臓蝿南斜夏遂,箏

対地商鋪伽.薦巣繊独.尊敬統焚｡額荷繊鮎.物部州織

G､ギリヤｰク統夏｡編荷統U.浦川統

あまり大きな影響を与えていないように思われる昔新

生代の地史的な総括をし花大塚弥之助(鵬⑬)日本

の地史学自勺総括をし淀小林貞一(!9姐)の論文はその

代表的なものである(欝6図).

1.5.このような傾向は錦裟次大戦後にまでつづく,

たとえば工9醐牢に凄とめられた間代修一の宥狩炭田の地

質構造の解釈に一つの典型を屍ることができるであろ

う.呵狩炭閏の地質構造を通観すれば造山運動に

よる地質構造の極致である逆断層維し被せ構造転倒

橘曲若しくは逆転構造クリッペン構造等は圭をして

石狩炭閏の東縁地帯乃至東部忙顕著であってお潟むね

南北に近い方向紀発達する｡これらの構造紀ついて蒐

れば造構造運動の横圧はおもに東方着しくは東商方よ

り西に筒かって働いたことが明らかであるJこのよう

に上記の如き構造を見てこれを液だちに横圧力に結び

付けている.

｢以上の如く東縁地帯乃至東部に著しいきわめて複雑

な地質構造も衝部地帯にいたる紀従い漸次紀比較的単

純な地質構造に移化する､このよう紀東部程地質構造

複雑にして衝部穫簡単なのは思うに造構造運動の横圧

るばあいには当然現在の同高山脈の位置は運動の

はじめころ忙ははるか策方にあったにちがいないと

いうこあになる｣.この目高帯の断繭図はわか国にお

いて数少ない具体的な資料の分析にもとづいて造山帯の

深部まで大胆に描い免断面図で貴重な労作である.

しかしその基調はなっている構造論は上の引用からも

わかるよ多に収縮説ないしはその配流の考克方であっ

花ように思われる再

この断面図がBubnoffのひきうつしであると批判さ

れ花とこの論文に書いているがそれは上にのべ施よう

な理南によるのであろう.

第7図

⑪;第四系�
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㌔綴,

繁8函

紹和3騨～潟樫メ舳～壷夢張断簡

鰯

鱗慶蹴滋鰍こ行な欄爽藷くの識錐1こ

船書夕答幌内層の簾櫛紀ぷ欄て溝大夕

霧

張絢斜肩部の構造が明勃叱扱簑

本坑よ算⑳奥部立入閣窓く…こ役立っ

花(擬内綴よ抄携定し夜漸層および

�

�

1彩曇驚驚讐繁磐幾

雛な地衡構遺が朗らか1軌吻た.

漢液滋牢如j臓翻⑳灘内層の地表

鯛翻ζぷ惚で雁慶漂鱗綴の位置が明

らか1こな撒淀｡

(大醐嚢か夏§鰍こぷる)

○帥､他

このように造山帯の構澄が形成される機構の闇題にの地殻変動に対する地球収縮説の主唱者支持者たちな

ついてかなり根本的な反省が一方にありながらも大のだ｡鷲本の場合こういう根本のところ凄でつきつめ

勢は収縮説ないしはその亜流の影響下にこの頃裏でて考えながらデッケン構造を扱っているかどうか疑問

あっ恕ことがわかるであろう.だ｣と述べた.しかし具体的にどのようにアプロ

ｰチするのかを述べる蜜ではいかなかった｡

2.アルゴスの構遺論からの脱却また撰山次郎も従来の潟本の構造地質学のあり方

しかしな秘ら第壌次大戦後はなってそのような考に批判を加克た.次に引用するものはわカ掴におい

え方に根本的な批判がなされ裏た具体的な成果が提て数少ない構造地質挙の教科書(19δ6)の申のものであ

出されていった.そしてアルプスの構造論の影響かる.～樽やアルツスの構造論の大局は定説である.

らの脱脚がはじまるのである･しかるに黒本の地体構造論は完全な分析緕果を合成した

松本濠郎(峨9)は｢デッケン構造をとくに婁視す,のではない､里何がしかの局所観察から誘い出し花誇案

る派はよく批判してみると晦be･氏やS舳e氏などで大きい地質構造の発達を世界の類型にあてはめて

総合断面図(A一道)

みるところで低迷している……かっては“押し被せκ

宴｡oという術講が流行し花｡これはナップの意味らしくも

岬wへ一りあり単なるスラストのようでもあり婁たすべての逆

A蔓岬断層まで含めた意味に使った人もあるようである……

ドバル受遜蝸醐(C-D)ナップとしてもアルプスの最小のナップと比ぶべくも

｡ooなく小さい自これらも仮説であって凄恕本娑のナッ

プだと証明窓れたわけではないからあ塞り重書をおく

C.'下櫛図と同位置の断面図(遣､､パ靱鰯･必要はないかもしれないその多くは比鮒僚斜の

低い断薦であってその本態が縄曲運動の破綻であるか

表繭的な後発ストレスの影響であるかあるい律異質岩

:l1馨/硝胴､集中し花シアの跡であるかは糊､切､つレ､てい

1≡:

小撚棚.深沢(1940)にょ欄(㈹馨劃さ脈秋齢と藤枇篶て発蒐さ脈離県下のナ

獲萎パフ鵜は本物らしいと考汰淀淀し上にのべ

一一､例桝二ぷ鰍糾嚢ぷ㌫篤㌶層鴛｡鴛孟灘

･]}…Wポ醒1の批判に塞であるいは貸本の構造地質学の発展方触

でも

指し示したものではなかった曲

複山は国本の�
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トンと太平洋シマに挾まれた地向斜との違いに求めた.

そして構造運動の機構については横圧力を無条件に

仮定して彼のホｰムフィｰルドである掛川地方の橘

曲構造を解釈しているかその原動力をマントル対流

に求めた.

一方井規正二(醐9)の批判はもっと根本的なも

のであった.彼の構造論に関する所を多少長くなるが

引用してみよう.にれ襲での地質学的な考えかたに

よれば地層の摺曲構造および断層構造にたいしては

ただちに地層に対して水平方向に働いた力学的な外力を

考え地層の上昇および沈降を屍ではそれに働らく主と

して鉛直方向の力学的外力を推定するのが普通である.

しかしな赫ら水成岩系の自己運動という兇地に花づな

らぱ地層の生成(水成岩の堆積護たは水成岩系の成長)

という運動ばは櫓曲断層上昇沈降という現象が

必然的にふく婁れてきて水成岩系それ自体のうちにこ

の種の現象をひきおこす力(必然性)がふく凄れてくる

ことになるのであって別に外力を想定する必要が全然

なくなってくるのである..すなわち地層の堆積の現象

(水成岩系の成長運動)と地層の橘曲断層上昇沈降

などの現象とは同一運動を歴史的に統一的に本

質的に理解し花ものであるかあるいはζれを視角をか

えて一っ一つばらばらに理解したもので

あるかそのいずれかに帰するのである由

このような見解のもとではことさらに力学

的外力を仮定しなくとも地層の摺曲と上

昇等に関する地質挙的な法則をつかみだナ

ことができるとをもに繕曲や断層などを

ひきおこしだ力をさらに理化学的に探求

することもできるのであるJ

このよ葦な鳳潮の下にあって野外の具

体的な事実にもとづいて従来の講説に対

する批判淋行なわれるよう虹なってき

た.それはデヅケン構造やクリッペン

構造を極端に重視してそれを造山帯の典型

とする考免方からの脱脚を示すものであっ

た.

1956年には甲藤次郎らは小林貞一ら

(1940)紀よって研究された高釦県佐川盆

地の秩父累帯の研究結果を発表し花(第9

図).それは三畳系が逆転しその上に

古生界がクリッペンとして琴っているとさ

れてい花構造がそのよ資な大規模な逆転

やクリッペン構造は認められないという

口渦

Eヨ14

固13

固12

農ヨl1

駿覆汕

㎜い.

匿彗8

旺囲茅

霞講6

睡日5

霞謁嬉

騒蟄3

区い

〔ヨ1

ものであった､小林はこのような構造が秩父累帯

に広く発嵩していることを主張しそれが白亜紀中頃の

変動であると誇えそれを佐川造山運動の重要な一造山

時相によると称してきたのであるからその影響すると

ころは小慈くなかった(第慧図)昔

凄花醐瞬紀はわが国における横臥櫓曲構造の発

祥地である山口県の秋吉台の構造は上部石炭系と二畳

系の石灰岩がゆるく煩いてドｰムや盆状構造が発達し

ているにすぎないことが長谷川葵行によって発表された

(第10図).そして小沢儀明によって逆転構造の

発見された帰り水ドリｰネにしてもその東側のスロｰ

プでは地質構造がそれ程複雑でないことが明らかにさ

れた､このように造山帯の典型的な構造とされてい

たデッケンやクリッペン構造が各所に否定書れてくる

ぽ蚕ったここ紀至って上詞の構造が造山帯の典

型的な構造であるかどうかに大書な疑問が持たれるよ

うになってきたわげである.このような考え方の変化

は最近において描かれた地質紛繭図に皐ることカミで

きる｡

第11図はそのような例の一つである.この図は

UMP(上部マシトル開発計岡)のCゾｰイである酉南

圓本を縦断するもので市川浩一郎(1967)によって描

かれたものである.ここでは大規模なデッケンやク

翻

地翻襲;驚勢蕊軸1

a-i1池名珪;帰水養1o;淡タ､果d…鳶

11潟名牛矯､

6;凡!汕榊とよ躬･αξ鰍郷;島泌麩舳ハ1細雌舳瀞

五δ;衆渕盗地蟻｡

弁

秋吉台の地質断面図

･ユ唯酷睡一

c嘩･

欝10劇秩吉台の地質図(長谷川薬行1958による)�
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期

郷

パ維凍箪

榊x

�

-20㎞

中国帯

舞鶴帯

丹波帯

領家帯

澄

曇絆篤竃竃轟農簿要

㌻

畷酋鶏3系(新錦3系鰻下部を含剛､圃}縫盤岩駁く新規賞λ岩類の搬"その他を含芦)下限は示してい念い

贋翻畔･生界〔;重コ新生代縫半火山岩･岩脈類

口古生界峨上､繊岩鮒万･枢)

匡至コ古期樽jき帯申釣裸腕老衰熊岩馴Y夜久野摸余岩頭,終黒瀬川僚造帯岩煩)塵蔓≡;]肉餅花1商岩類

窮豆1図画粛日本の鰯枕地質蕨繭図(市川1鰍…こよる)

リッペンの発達は見られない.その代りに蟹直に近い

断裂をきわめて箆視していることがよみとれるであろ

う.そしてその断面がS曲atskiiらによって描か

れたコｰカサスの断繭にむしる遊いことが読みとれ

るであるう垂ここに至りてこれ凄で孕む行なわれてき

たわが国の構造地質学虹対す為批判淋具体的な結果と

一一つ〃一}

一ク!､,

1.､7父葦一三､

,!ペソ/

､1こ･〆…一■丁

4/レ/

汢�

≡!≡二i≡一一

鶏亘獺

鱒灘ヌ淡激サ蝉ダナ

の綴簿艦遺鱗鰯鰯

ζ総蹴総意1迂漢義)

鰯幻土か蔭

㈱鰯籔鰯船積初期

㈱掬簸綴艦繊来期

{竈憾念州鰯の職資末期

㈱窟鋤臓機機串鰯の

構造断繭

1亀職金川篇錐糠衆期の

撚遺騎臓

1轟)㈱偉腿綴蹄蹴繭

して示され始めるに至っだと見ることができる､

同様の断面図はUMPのAゾｰンやBゾｰンについ

ても示されている｡そしてそれらの地域においても

垂直に近い断裂に最も大童な意味を与えている,

竈｡地殻1上都禄ントルの構遺船よび簸動に関

する地質学着の発胃�
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乎圀

甲府富士出

沼津

絹取

卓�

第13図

南部フォッサマグナの模式

的な地質断薗図一

1950年頃から濠発地震の走時箆カのブｰゲｰ異常

地震の表面波大爆破人工地震などを用いて地殻の構

造が明らか記されて書た尋このような状欝を反映して

松囲晴彦(1962)は南部フ攻ツサマグナの地殻断面を

作製し花(第n工2図)｡これは玉城逸夫(工95619

57)の浅発地震の走時から求められ花地殻の構造と松

田自身の地質学的調査による地質断面とを結びつけた

もので捲った､その結果を坪井忠二の重力のブｰゲ

ｰ異常とを比較してその断繭の正否をチェックしてい

る自この種の断繭としてはきわめて早い時期に描か

れた売駆的なものとして評備すべきであろう.

また中村一明(工969)は地震学的諸事実から想定

された員六列島付近の対流によって新篤三紀以降の地

質学的諸現象を統一的に説明しようと試みた.

彼は日本列島下記H⑰亘雌s(エ965)(前号第15図参照)

のような対流が存在すると考えたすなわも中1深発

地震面は太平洋側からのマントル対流の下降する上繭

に相当する.それにともなってその上位のマ.ントルに

二次的な流れがむく日本海やグリｰンタフ地域の発生

発展が説明できるのだと考え花､

従来中1深発地霧面に関連させて多くの人によっ

て対流が考えられたがそれらあ地表付近の諸現象と

を結びつける努力が地質学者からなされなかった.

した添って対流説による地質構造運動論の問題点が

明確にされえなかった.そして淀だ一部の地質学者が

直観的にマントル対流批判を口紅していたにすぎなかっ

だからその意味で中村のこの論文は価値あるといえ

よう.

4.､簸者らの考免

4.1.地殻･上都マントルの構造

筆者らは現在は構造地質学のいろいろな面に残っ

ているアノレプスないしは嚢一滋ツバを中心に発展して

きた構造論が批判されなければならない時代であると

考えている｡それはそれらの構造論のあやまった面

カミ地質学者の頭の中に深く巣を食っていると考えるか

筆者らは地表付近の構造についての考え芳のみなら

ず上部マントルの構造(特に島弧)の考え方の問題に

もアノレブスの構造論の欝響下にあるかあったと考え

ていることは前号でのべた通りである.

それでは筆者らが地殻から上部マントルの構造を

どのように考えているか.これからその問題に対して

どのように研究を進めていくか書いてみることにしよ

う

島弧の地殻から上部マントルには海溝付近から大陸

側に向かって傾いている衝上断層ないしはマントル対

流下向流の上面があると考えられている.さきにも

ちょっとふれたようにこの説はアルプスなど造山帯の

第14図

深v'地簸の麓源の等深線

(KWadati1935による)�
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構造論に影響されてでてきた説ないし解釈と考える.

筆者らは島弧の地殻や上部マントルは重直の断裂に

よってモザイク状になっていると考える.そして地

表付近で見られる複背斜視淘斜なぎの構造単元は一

般に上部マントルのかなりの深意ぽ凄でその根を下ろ

していると考えている.そのように考える根批のいく

つかを次にあげよう.

九州の火山列と鰯源会布の様式

九州には北東部から中央部にかけての地域と西部

第地図にはこれら火山の分布と同時にこの地域の

醐6年から1968年までの震源の分布をも示してある由'

この図によると上にのべた阿蘇山から北々東にのびる

火山列を縞ぽしてそれより西側と東側とで震源の分布

様式が異なり火山列付近で両者が不連続的に移りかわ

っているのがわかるであろう.すなわち火山列以

西の地域には40㎞未満の地霧しか起こらないのぽ対し

てそれ以東の地域には80㎞ないしそれ以上の最も深

いものは120㎞以上にも達する地震が発生する.一方

霧島山から桜島へ南北にのびる地域についてみてみると

ぐ｡｡

灯

火山列以西の地域にもそれ以東の地域にも大体40㎞

未満の地震しか起こらないのぽ対して火山列にそった

地域には中･深発地震が発生する､そして最も深

いものは300㎞にも達する､これらの関係を模式的

に断面図として示したのが第蝸亙棚である.

火山は地下深部で発生したマグ常の出口に相当する.

㌣々

ガ

“.､)

℀

戸

1､

二7

椀

�

｡｡｡.'

昀

唯

紀

声

又～

!､劣箏

るであろう.そしてマグ㌢はこのような重直の割

れ目を通って上昇してくるにちがいない.

従来九州においては中1深発地震の震源の深さは

東から剛ζ次第に深くなるような面上に分布すると考克

られていた(第14図).上にのべた事実はこれが見掛

けのものであることを示していると考える.

㌧一

幬住�

第18図はこの越後山脈とその周辺地域に

1926年から1960年蜜で紀起こり花地震につい

てその深き発生年月を示したものであ

∴㌧

デ1

鮒○1･

趣400一

ぷQ･･t…畠･川10･･

第15図九州地方の火1』』の分布と麗源分布様式との関係を系す図灰

色にぬられ淀地域ないしその外側(東部)には地㎞事以上の

深さの地麗が発生する

lOO渋m

第16図九州北東蔀の大江例を横切る模式的断面図

山剛尊第四紀火山黒丸は麗涼(阿蘇型)

���
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㌣

第17図

⊂､､｡セ州庸都の畑列瀦蛎模式繍銅

山印は籍四縄大凶

黒丸は震源(桜島製)

一

�と�

第18図

越後山脈とその周辺地域に糊ナる地簸溝

動様式愛爺す関黒メ雌馳虹よりも銭

か地藤負兎は60㎞よ夢も深い地籏の

麗央釜凄×工20という難字はζの地嬢が

19艶牢1鵬に深さ120㎞星1ζ起こったこ

とを示す一つにくくら叔花地震は一

定の活動期紀活動したものその中の大

きな数字は活動期(第20図に刻芯)菊の

ような模様は第四紀火山を示す

箏1^OF』二PAN

着

る.第19図はこれらの地震を北側と南側東側と

西側とに分けて年毎の地震発生の推移を示したもので

ある.この表ではそれらをさらに上段に浅い地震

を下段に深い地震というように分けて示してある.

この表から東と働側北と南側とで地震の活動が交互

に行なわれること､南北両側の地域についてみると

この活動期には深い地震も湊1い地震もともに活動する

ことがわかるであろう｡さらにそれらの震央の位置は

越後山脈に対して規貝腕に移動する.しかもこの移

動の様式は深い地震浅い地震に共通したものである

ことが読みとれるであろう.すなわち193逐年から

1937年の活動は五の領域で行なわれ194b年から互943

年まではその内側の2の領域で五搬年から工蜥年ま

では3の領域とさらぽ内側に移動するが!958年から

1960年に至ると工の領域ないしその近くの4の領域に

活動地域か移動する.このような活動様式はエ00㎞

よりも深い地震と40㎞よりも浅い地震とか独立して活

動しているのではなくて重直方向の何らかのつながり

をもって活動していることを示していると考える.そ

….南.;i“

6.s.他

州1胴.1.山11o臼

.1岬一

i帥…'辮

;M岬,}'6ヨ11岬

與岬｡

i副･咽di1一

.1柵司･

�����1111II1山川･■��

●�������

1冊�1』I�1山11一��1-1II㎜,自●�i㎜��

j������1融II`1;{一岬●■`●●�

��●�●■●●■���●■■�

■■『'1■〒■,■■1閉118��lIl'�lI`●�1■I�lI11�1山1�11･■

砲帥舳撫肋"s1帥徽1翰榊

して第2工図に示したようなモデルを考えることによって

一応の説明ができるであろう.第蝿図にも示したよう

にこの地域には多くの第三紀火山が分布しているがそ

れらの火山のマグマは上に示したような深部にまで垂

直ないしそれに近い僚きの断裂にそって上昇してく

るのであろう.

第19図

越後山脈をそ章)周辺地域の地震活動の

時間的褒化を禄す図

上の図は蜘脈の策繭閥側1ζ起こった地

饅をγの鰍凄繭北両側紀起こった地

麗を溝す療戚獄…つの地鰯こ対麻す

る餐團の上割減◎脇ぶりも濠》･地

簾γ段1ζ繊6⑪脇ふ簑も灘を･地簾の

藩動を爺す数字(至愛蟻嬉)1ま各溝

動期

上には代表的な二つの例だけを示したが同様の地

震滑動様式が飛騨山脈周辺地域朝目山地西方の新潟

地震(1搬)の起こった地域北上山地酉の怒盛岡一白

河線"地域伊豆諸島などに見出されている､

これらの事実から島弧の地殻から上部マントルは垂

直ないしそれに近い断裂によってモザイクになってい

ると考克る.したカミって筆者らは宜Oi鵬§の図

(前号第15図)に代表される対流は存在しない占考える,

そのような対流カ茎存在するならば上にのべた垂直の断

裂は存在しえなくなるからである.(この項は鈴木

の個人的な意見であることをことわっておくなお詳細は別に

発表の予定)肇閑

E0榊闇Ou訓私割

τぺ'〃ド

第20劇

越後山脈を遼幻周週地鰍ζ釧テる地麟

活動⑫繰弐蜜謙す餓繭畷串の数寧は

溝鰍翻(鰍獺と瀞溶)

↑

ト脳

章

■

11国

○

し舶�
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第21図

越後山脈の推定南北断面図

斜線は地穀その下は上部マント

〃最上蔀の点を付し流部分は新

築ξ系縦線は深部断裂山型の

記制ま第四紀火山大きな点は震

源矢印は隆起運動を赤す(越後

山脈型)

4.2.地殻表鰯の緒造

前項には地殻から上部マントルにかけての構造を

地震情動様式から推定した.この項ではもう少しこ

まかい一つの堆積盆地その中の背斜1向斜構造の深

部の地質構造について野外の地質学的事実力､ら推定し

てみることにしょう

私達の研究しているホｰムフィｰルドは新潟の第三

系堆積盆地である.これからのべる地殻表層の構造に

ついての考察も主としてこの新潟堆積盆地の地質学

的資料にもとづくものである,した撚って現在まだ

島弧の地殻から上部マントル紀かけての藍本的構造につ

いて一般的な像を描ける程の資料を持ち合わせていな

い.前の項にのべたきわめて大裏かな地殻から上部マ

ントルにかけての構造についての考察とこの項でのべ

る地殻表層の構造についての考察との間には未だ大き

なギャップか存在する｡もちろんこれからのぺる新

潟堆積盆地の構造はその盆地特有の性質をもってい

る岳しかし同時にこれからのべるいろいろな結論は

グリｰンタフ地域の他の第三系堆積盆地にもあては繋る

ことカミ少なくないと考えられる.

新=潟堪穣盆地の構造の特性

さきぽのべたように堆積運動に関する将棋倒し構造

は地下深部の地層の層相層厚を予想する大きな手

碑りを与党てくれる｡私達の研究している新潟堆積盆

地においては七各層以上の層準に関しては越後平野

の預縁付近を境紀して二つの単元に分けられる添いず

れも最大層厚部が東から酉は移動することが予想され

ている(祭22図)｡ただし後構谷一先西山期の堆積

盆地の分化の現象や東側でのオｰバｰづツブ現象淋

見られるカ茎上にのべた基本的な運動方向を変えるよう

なものではない冒

密接な関係をもっていることが明ら浜にされた.

これら新第三系や第四系などの上部構造の下には

古

弥加

彦'茂

､繋ダ

津川層七谷層寺約層推谷層剛U畷

囮醐醐㎜嚢

第22図

灰爪層

魎

新潟堆繊鏡地中爽部の東西層序断裁図�
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薯

欝鰯鰯魚沼層(上

ご二土ア部属

ヂ岬部層

戸五蕎瀦

申下部層)の響層厚線図

生層や花筒砦などがある､これら古期岩類は新第三系

堆積以前にすでに摺出作用や一部変成作用などを受け

ている.し花淋って新しい櫓繭運動紀際しては職固

い"地塊として反麻するだけで上部の構造のような櫓

曲は受けないであろうと考免る｡実際紀野芥でま

た筑井において古期岩類紀直接のる新第三系は比較的

ゆるく傾くだげであることはこの考え方を支持する事

実であろう皿し淀添って摺由形態と謹直昇降運動と

の密接な関係を示す上にのべた事実ともあわせ誇免て

新潟堆積盆地の榴曲はその基盤になっている古期岩類

中央滅縞製靭,鰯初蔑製測,期

凝脳襲総醐僻榔城級)

鮒鰍臓)

餓鰯

錐繍胸鰭繍

綴織緩成艦窪のモデル

rの地塊の整孕1J的昇降運動によって形成される

､｡のだと帯走る.;この堆塊の境界は垂直牟い

パしそれに近い断裂によって境されているであろ

うと考える.それは地魏の相対的な運動力童

個々をご逆転しうる性格のものだからである.

この地塊の境界の典型はいわゆる箱型橘曲

の翼部である,そこが火成活動の揚になるこ

とが多いことは基盤の騎裂の存在を示す有力な

察実と考える白さきにのべた地殻から上部マ

ントルの構造についての情報ともあわせ考えて

島弧は大小さまざまのオｰダｰの重直の断'

裂によってモザイク状の構造をもっているので

はないかと考えている｡

上にのべたよう'な橿由形成機構モデルを裏付

ける資料をうるためにわれわれは小蕨層解析

を行なっている､しかし摺曲機構を解く鍵

としての小断層解析は方法論が確並していな

い状態でさしあたっては系統的虹割れ目を

記載している段階にある曲また今秦から

室内でのそデル実験によって上にのべた橘繭

形成機構晋デルを検討したいと考えている.

しかし材料の問題やモデルそのものについ

ても未解決の多くの問題を抱えている.去れらにつ

いては具体的な問題にあたって一歩一歩解決してい

費花いと考克ている由私濠は窓慧綻ものべたぷう紀

島弧の地殻から上部呼ントルは大1小の簸直の断裂紀

よゆて切られているを誇吏てい蕃このよ雪な繁チル

を炸薬仮説紀してζれから⑳研究室進めてい煮たい｡

以上で.われ細杓の深部の構澄紘ついての現段階湾⑳

考先方とぞg研究労湊紀ついてふれて､曹施抽おれ勅

わ縁栄想興砕的な深部蜜でρ断蔵を擬示で蜜る蜜で紀蛮

りていない｡それは解決す戎巷多くの問題を抱克て

いるからでお岩､し湯ル勅れわれは具俸的な魔史

窺蝉樫山的㈱雌嫡馳㌫)でのぺた織物

理学的な観測緕果の解析による大きな巣

ノ講苧

咄

一

元で⑳問題を夏オｰダｰ下げて検討し

�

たものを縞含することをさしあ施鷲て

鯛期あ寧穣&しているその結合紅盆ゆで

影

､

�

構造慧動1ζ対す窓より客観酌な規則性

帀

■

微坤畑締牟ている岳そ砿亭

､

一准結果ど構造地算学約方法紀よりて免

紙㈱㈱られ狂成果から深部の具体的な構澄を

戴

擬爺で薄るよぢ努力す蓄積簑であ蕃甫

一

一,

一,

(鶏讃蔭1嚢鰭蔓藻艦鱗鎧錐猟鍵釣みプ)
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